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仕様書

１．品名 電流 ﾄﾗﾝｽﾃﾞｭｰｻ

２ ． 形 名 Ｔ Ａ － ①， ② ，③ 尚 、① ② と③ は 下記による。 

３．動作方式 実効値 演算 形

４．仕様

4-1 参 照 規格 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ－ １ １１ １

4-2 入 力 ① ５ ０／ ６ ０Ｈ ｚ

１： Ａ Ｃ ０ ～ ５ Ａ

２： ＡＣ ０ ～ １Ａ

３： ＡＣ ０ ～ ６Ａ

４： その他（専 用クランプＣＴ等）

4-3 出 力 ② 負 荷抵 抗

Ａ： Ｄ Ｃ ４ ～ ２ ０ｍ Ａ ６００ Ω 以下

Ｂ： ＤＣ ０ ～ １ｍＡ １０ｋ Ω 以下

Ｃ： ＤＣ １ ～ ５Ｖ １ ｋΩ以上

Ｄ： ＤＣ ０ ～ ５Ｖ １ ｋΩ以上

Ｅ： ＤＣ ０ ～１０Ｖ １ｋΩ 以 上

Ｚ： 指定 ﾚﾝｼﾞ

4-4 補 助 電源 ③ 

１： フリー電源 ＡＣ８５ Ｖ～２６４Ｖ／ Ｄ Ｃ８５Ｖ～１４３Ｖ

２： ＤＣ２０Ｖ ～３０Ｖ

３： ＤＣ４０Ｖ ～６０Ｖ

４： ＤＣ１７０ Ｖ～２８６Ｖ

標準 仕様は、Ｔ Ａ－ １Ａ１です。

4-5 許 容 差 ± ０． ５ ％（ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

条 件 周 囲 温度 ２ ３℃ ±２℃

相対湿度 ４５～７０％ＲＨ

4-6 出 力 リプ ル １ ％ P-P （ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

4-7 応 答 時間 0.5秒 以 内（ 90%ｽﾃｯﾌﾟ入 力 に対 し て出 力 値が ± １ ％以 内に到達）

4-8 連 続 過負 荷 定 格入 力 電流 の １． ２ 倍

4-9 瞬 時 過負 荷 定 格入 力 電流 の １０ 倍 (16秒 間 )

定 格 入 力 電流 の ２０ 倍 ( 4秒 間 )

定 格 入 力 電流 の ４０ 倍 ( 1秒 間 )

4-10 そ の 他性 能 直 線性 ± ０ ．５ ％ （ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対し て ）

自 己加 熱 の影 響 ± ０ ．５％ （ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

温 度の 影 響 ± ０ ．５ ％ （ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

周囲 温 度 23± 20℃ 変 化 での 値
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外 部磁 界 の影 響 ± ０ ．５ ％ （ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

400A/m の 外 部 磁界 で の 値

補 助電 源 電圧 の 影響 ± ０．２５％（ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

補助電 源電圧全範 囲 変 化で の 値

周波数の影響 ±０．２５ ％（ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

定格 周 波数 の ± 5％ 変 化 での 値

出 力負 荷 の影 響 ± ０．２５％（ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

定格 出 力負 荷 の範 囲 の 全域 変 化での値

波形の影響 ±０．５％ （ 出 力 ｽﾊﾟﾝに 対 し て ）

基本 波 の 20％ の 第 三 高 調波 を 含む 入 力

での 値

4-11 使 用温 湿 度範 囲 －１ ０ ℃～ ５ ５℃ ／ ３ ０～８５％Ｒ Ｈ 

4-12 消 費電 力 測定 側 ０ ．３ Ｖ Ａ 以 下

電源側 約３ＶＡ フリー電 源仕 様 の場合

電源側 約２Ｗ ＤＣ仕 様 の場 合

4-13 絶 縁抵 抗 ＤＣ ５ ００ Ｖ メガ ー で 測定

電気回 路一括とアース端子間 ５ ０ Ｍ Ω以 上

入力端 子一括と出力端子一括 ５ ０ Ｍ Ω以 上

補助電 源端子一括と入出力端子一括 ５ ０ Ｍ Ω以上

出力回 路一括とアース端子間

但し 、専 用クランプＣＴ仕様 では 、 入力 端 子 は試験しない。

4-14 耐 電圧 Ａ Ｃ２ ０ ００ Ｖ 一 分 間 加 え て試 験

電気回 路一括とアース端子間

入力端 子一括と出力端子一括

補助電 源端子一括と入出力端子一括

出力回 路一括とアース端子間

但し 、専 用クランプＣＴ仕様 では 、 入力 端 子 は試験しない。

4-15 雷 イン パ ルス 電 圧波 形 1.2/50μ s 全 波 電 圧 ± 6kV印 加

電気 回 路一 括 とア ー ス 間

入力 端 子一 括と出力端子一括

電流波形 ± 8/20μ ｓ 2000A

出 力 端 子間

但 し 、専 用 クラ ン プ Ｃ Ｔ仕 様 では 、 入力 端 子 は試験しない。
２4-16 衝 撃 Ｊ ＩＳ Ｃ －０ ９ １２ の 試 験方 法１に よ る大 き さ ４９０ｍ／ｓ

の衝撃を 取付面を含む互いに直角 な３軸を選 び 、 各正 逆 方向

に各３回 、合計１８回加えて試験 （ ﾈｼﾞ取 付 に て）

4-17 振 動 Ｊ ＩＳ Ｃ －０ ９ １１ の ４ ．２ による 振 動数 １ ６ ．７Ｈｚ，振動

変位振幅 ピークピーク値４ｍｍの 振動を、取 付 面 を含 む 互い

に直角な ３軸方向にそれぞれ１時 間，合計３ 時 間 加え て 試験

4-18 ｹｰｽ材 質 端 子台 黒 色 ABS樹 脂 難燃 性 V0 ｶﾞﾗｽ繊 維 入 り

ｹｰｽ 黒 色 ABS樹 脂 難燃 性 V0

端 子 ｶﾊﾞｰ 透 明 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ
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4-19 外 形寸 法 １ ００ Ｄ ×２ ５ Ｗ× １ ２ ８Ｈ 重量 ２ ００ｇ

4-20 端 子接 続



クラ ンプＣＴ

タイプの場合は、

ＣＴの二次側を

接地しないで下

さい。

１ ２

Ｓ２Ｓ１

Ｋ

ｋ

Ｌ

�

CT

Ａ＋
Ｂ－

出力

補助電源へ

１
２

負荷側

アース

２芯ｼｰﾙﾄﾞ線

アース

Ｅ

１ ２

４３

Ｓ

Ｚ

５ ６

７

25 128

135

透明端子ｶﾊﾞｰ

ｽﾊﾟﾝ

ｾﾞﾛ

Ｍ４端子ﾈｼﾞ

（ＤＩＮﾚｰﾙ取付時寸法）

5φ穴

１ ２

Ｋ

ｋ

Ｌ

�

CT

Ｔ－３２９９０



－4－
Ｔ－３２９９０

５．オプション仕様

５－１ コーティング処理

Ｈ ｕ ｍ ｉＳｅａ ｌ 社 製 １Ａ２７Ｎ Ｓ 又は相当 品・コーティン グ剤：

・内部基板ハ ンダ面に対しコーティ ング剤を塗布し ま す。

・指定方法 形 式末尾に ”／Ｃ”を付与してご注文下さい。

例 ＴＡ－１Ａ １ ／Ｃ

５－２ 専用クランプＣＴ仕様に ついて

活線取り付け が可能な、分割形クラ ンプＣＴが使用 頂 けます。

① 製品形式 Ｔ Ａ－ ４×× 尚、×は、 4-3,4項 参 照

② 指 定項 目 （ 注文 時 に指 定して 下 さ い）

ａ．計測する一次側の定格電流値 下表の※１の範 囲 内 で指 定 します。

ｂ．専用クランプＣＴの形式指定 ＣＴの外形寸法 は 、 個別 の 仕様参照

一次電流指定可能 範囲 ※１ 標準付属ＣＴ形式 ※２ 最 大 電線径

５Ａ～ ８０ Ａ ＣＴＬ－１０ＣＬＳ １ ０φ 以 下

１００Ａ～ ３００Ａ ＣＴＬ－２ ４ ＣＬＳ ２４φ以下

４００Ａ～ ５００Ａ ＣＴＬ－３ ６ ＣＬＳ ３６φ以下

※２：その 他 ＣＴＴ形やＣＴ Ｌ－２４ＣＬ， ３ ６ＣＬ等様々なＣＴが

指定頂けます。

ｃ．延長リード線長さ指定 標準１． ５ ｍ， 最 大 ５ｍまで

電線仕様 ＡＷ Ｇ２２ 白 黒 撚 り線 端 末処理なし

［指定例］ ＴＡ－ ４Ａ１ 80A／ CTL-10CLS／ ﾘｰﾄﾞ線 1.5m

６ ． 保 証

納 入後 一 カ年 以 内 に明 ら かに 製 造者 の 責任と認めら れ る不具合については無償で

修理いたしま す。

又、ここで言 う保証とは、納入品単 体の保証を意味 し 、納入品の故障により誘発

される損害に 対してはご容赦願いま す
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７．改訂記録

改訂 日付 改訂者 改訂内容

2000/ 6/ 1 上 田 初版

2000/ 6/27 上 田 ・ 4-11 補 助 電 源

「Ｄ Ｃ９ ０Ｖ」→「Ｄ Ｃ８ ８ Ｖ」に変更

2000/11/16 上 田 ・ 4-11 補 助 電 源

「Ｄ Ｃ８ ８Ｖ」→「Ｄ Ｃ８ ５ Ｖ」に変更

 20 02/9/13 上 田 ・ 4-10 使 用 温 度 範囲

「４ ０ ～８ ５ ％ ＲＨ」 →「３０～ ８ ５ ＲＨ」

に変更

2004/7/16 上 田 ・ ５項 オプ シ ョ ン仕 様 追 加

20 04/8/ 5 上 田 ・ 4-4 項 補 助 電 源 ③ 追 加

・ 4-12項 Ｄ Ｃ ２ ４ ，４ ８ Ｖの 場 合 追 加

2006/3/24 上 田 ・ 4-20項 ク ラ ン プＣ Ｔ ･･･ 追 加

20 06/7/19 上 田 ・ 4-12項 2VA → 約 3VA 変 更

20 07/1/31 上 田 ・ 4-4 項 補 助 電 源 ③

４： ＤＣ １７０Ｖ～２ ８６ Ｖ 追加

2007/2/28 上 田 ・ 5-2項 専 用 ク ラ ンプ Ｃ Ｔ仕 様 追 加

 2009/5/29 石 阪 ・ 4-12項 電 源 消 費電 力 表記 変 更


